
平成２９年度 第１回

認知症支援・介護予防・活躍推進に関する会議

５ 議事（２）次期高齢者支援計画について

 資 料 ２ 



（仮称）第五次北九州市高齢者支援計画の策定について 

 本市では、全国平均を上回る速さで高齢化が進行しており、国の推計では 2020（平

成 32）年に 65 歳以上人口が 30.2 万人まで増加したのち減少に転ずるも、高齢化率（総

人口に占める 65 歳上の人口割合）は上昇を続けると見込まれている。現役世代の割合

の低下により、平成 28 年度は現役世代 2.0 人で 1人の高齢者を支えていたのが、2020

年には 1.7 人、2040 年には 1.4 人という割合になると推計されている。 

 いわゆる「団塊世代」（昭和 22～24 年生まれ）が 75 歳以上となる 2025 年や、「団塊

ジュニア世代」（昭和 46～49 年生まれ）が 65 歳以上となる 2040 年も見据えつつ、引

き続き、高齢者がその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう支

援することや、要介護状態等となることの予防、要介護状態等の軽減・悪化防止に取

り組み、財源と人材をより重点的・効率的に活用する仕組みを構築することが、今後、

人口が減少し、高齢化が一層進展する本市においては重要となる。 

 こうした考えのもと、多様な社会資源やこれまでに培ってきた仕組みやネットワー

クなどを生かしながら、市民が自立し、健康で長寿な社会づくりを進めるためのアク

ションプランとして、現行の「第四次高齢者支援計画」（計画期間：平成 27 年度～平

成 29 年度）を受け継ぐ新たな計画を策定するもの。 

１ 計画の位置づけ 

（１）老人福祉法に規定された「老人福祉計画」と、介護保険法に規定された「介護保険

事業計画」を包含した法定計画。 

（２）市の基本計画「元気発進！北九州」プランに基づく、高齢者支援の実施計画。 

２ 計画期間 

  平成 30 年度から平成 32 年度まで（３年間） 

３ 計画の策定について 

  計画の策定にあたっては、保健・医療・福祉関係者、学識経験者、市民代表からなる

「北九州市高齢者支援と介護の質の向上推進会議」の意見を聴きながら検討を進める。 

  あわせて、市民・関係団体からの意見聴取を行い、計画への反映に努める。 

４ 高齢者等実態調査について 

  市内の高齢者等の保健福祉に関する意識やニーズを把握し、今後の高齢化の進展に適

切に対処するための施策を推進するうえでの基礎的な資料とするため、実態調査（実施

期間：平成 28 年 10 月 31 日～平成 28 年 11 月 25 日）を実施。当該調査等を踏まえて、

これまでの取組の評価や課題の抽出、整理を行ったうえ、今後取り組むべき施策につい

て検討を行う。 
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（仮称）第五次北九州市高齢者支援計画 策定スケジュール（案） 

分野別会議

調整会議 認知症支援・介護

予防・活躍推進 
地域包括支援 介護保険 

在宅医療・ 

介護連携推進 

意見聴取

等を行う

項目 

・高齢者の活躍推進、 

・介護予防事業等 

・総合的な認知症 

対策     等

・地域包括支援センター 

運営協議会 

・介護予防・生活支援 

サービス事業 

・高齢者の虐待防止、 

権利擁護    等 

・介護保険事業計画 

・介護保険サービスの 

 質の確保 

         等 

・在宅医療と介護の 

連携推進 

・在宅医療提供体制 

等 

６月 

７月

８月

９月

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

第２回 【課題分析】 

◇ 現計画の評価（施策の進捗等）、各分野の課題と今後の方向性 

◇ 次期計画の考え方   など 

【市民意見聴取】 

※ 市対応 

 第３回 【施策の方向性の検討】 

◇ 市民意見聴取の結果 

◇ 計画試案まとめ 

 第２回  

◇ 計画試案の整理

 第３回   

◇ 計画素案の整理 
 第４回 【施策の方向性の再検討】 

◇ 計画素案まとめ 

 第〇回  

◇ 介護保険料について 
 第４回   

◇ パブリックコメント結果 

◇ 計画最終案 

【パブリックコメント】 

※ 市対応 

第１回 【現状把握】 

◇ 実態調査結果 

◇ 国の動向    など

 第１回  

◇論点整理 
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